
(1)第 13号 ASAHI UNIVERSITY NE恥 アS LETTER 200骨 年 1月 1日

亀

ASAEI UNIVERSITY NEWS LETTER

行

行

発

発
日馬

集

毎

編

学
課鹸

務
朝

総

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ぎ

い
ま
す
っ
皆
様
仁
わ
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
家
族
と
も
ど
も
健
や

か
な
佳
き
年
を
趣
え
ら
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

輝
か
し
い
れ
世
紀
の
幕
齋
け
Ｌ

な
り
ま
し
た
。
こ
の
舗
目
の
年
は

金
子
の
苺
Ｖ一鉛
層
箸
笹
遵
えゝ
ア一羅

念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
感
不
況
に
よ
る
右

塩
大
企
業
の
鶴
産
や
央
業
者
の
急

増
な
ど
、
異
例
の
事
態
が
起
こ

臨
本
は
散
々

社
会
が
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
真

の
能
力
を
評
価
す
る
特
代
に
移
行

し
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
】つ
９

ま
た
、
い
ま
の
時
代
は
、
規
模
の

大
き
な
組
織
が
後
き
残
れ
る
わ
け

で
球
な
く
、
明
稚
な
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
け
た
迅
速
な
行
動
を
起
こ
せ
る

組
織
が
生
き
羨
れ
る
の
で
す
。
大

学
も
同
様
に
、
た
と
え
有
名
大
学

で
あ
っ
て
も
、
社
会
の
変
化
は
適

時
道
切
、
か
つ
迅
速
な
対
応
が
で 理

事
長
宮
　
田
　
　
侑

き
な
け
れ
ば
、

淘
汰
さ
れ
る
簿
代

で
す
。
見
せ
か
け
だ
け
の
プ
ラ
ン

ド
で
は
通
癖
し
な

い
、
ま
さ
に
実

力
王
数我
の
時
代
が
到
来
し
た
の
で

す
。
個
人
に
と
つ
て
も
同
様
で
、

努
力
し
な
け
れ
ば
淘
汰
さ
れ
る
、

そ
ん
な
時
代
を
迎
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
の
た
め
樺
な
や
な
り
、
錮
探

社
会
の
中
で
力
強
く
と
き
る
人
材

の
教
育
、
育
成
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
朝
日
大
学
が
地
域
の
篠
頼

ｎ

／

と
尊
敬
を
受
け
つ

つ
、
題
際
社
会
に

賃
献
す
る
こ
と
こ

そ
目
指
す
と
こ
ろ

で
す
。
ま
だ
歴
史

麟
一鶏熱鶴機

｛縮
　
群

と へ
静

つ チ
管
”
解

園

　

す
。
本
学
の
よ
う

宮

　

な
立
場
の
大
学
だ

か
ら
こ
そ
、
時
代

の
変
化
に
対
し
て

敏
感
に
一嵐
一熾
し
、

塁
体
的
な
ア
ク
シ

嘉
ン
を
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
し
、
そ

つゝ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
つ

て
い
る
も
の
を
動
か
す
の
は
大
変

で
す
が
、
歴
史
が
浅
い
大
学
だ
か

ら
こ
そ
、
大
燿
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

で
き
る
は
ず
で
す
じ　
一
般
的
に
は

逆
境
Ｌ
呼
ば
れ
る
環
境
で
す
が
、

視
点
を
変
え
れ
ば
、
ま
た
と
な
い

チ
ヤ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
も
い
え

る
わ
け
で
す
。

大
学
も
ま
た
、
少
子
化
が
進
ん

だ
こ
と
も
あ

つ
て
、
競
争
環
境
が

ま
す
ま
す
熾
烈
の
度
を
娩
え
て
い

き
ま
す
。
こ
の
大
変
軍
の
時
代
を

ビ
ソ
グ
チ
ヤ
ン
ス
と
と
ら
え
、
真

に
誇
れ
る
大
学
づ
く
り
に
向
け
、

体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ

展
の
全
て
の
ベ
ー
ス
に
な
る

本
学
は
、
今
年
二
月
１９
日
に
、

響
立
満
３。
年
を
翠
え
る
が
、
確
率

末
閉
雀
さ
た
た
艶
魔
年
一記
念
事
業

準
額
委
員
会
で
、
記
念
式
上
の
尋

皆
さ
ん
の
協
力

・
協
調
で
す
。
こ

の
１
年
が
皆
さ
ん
に
と
つ
て
、

行

よ
り
も
健
康
で
有
を
望
教
な
年
と
な

宏

本と
も
ま
た
朝
日
大
学
の
発

展
の
た
ゆ
に
お
力
添
え
を

い
た
だ

き
た

い
と
思
い
ま
す
。

程
等
が
決
ま
っ
た
。

式
典
な
、

４
月
７
躍
土
曜
日
午

後
２
時
か
ら
、
岐
阜
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
ホ
テ
ル
２
階
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
記
念
式

典
に
猟
き
統
き
、
同
会
場
で
祝
賀

会
が
催
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い

る
。
こ
の
露
は
全
職
員
に
基
府
を

呼
び
か
け
、
全
絵
員
で
創
立
３。
年

を
標

つ
形
が
望
ま
し
い
た
め
、

例

年
６
月
に
開
催
し
て
い
る
夏
の

一な
が
ら
会
総
会

（ビ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
と
を
繰
り
上
げ
て
こ
の
日

に
行
う
こ
と
と
し
た
。
組
か
な
式

次
第
は
ま
だ
決
定
共ё
れ
て
い
な
い

が
、
当
日
は
過
去
３。
年
を
振
り
返

っ
た
思
い
島
の
ビ
デ
オ
の
五
映
が

一〓
廷
ヽ
一れ
て
い
る
。

な
お
、冬
の
な
が
ら
会
総
会
ｅ
心

在
蚕
ｅ

は
、
例
年
な
お
り
■
月
末

に
行
わ
れ
る
ｃ

固
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○
鉄
腕
ア
ト
ム
の

生
ま
れ
た
年
は
西

暦
２
０
０
３
年
だ

と
で
孔

手
塚
治

象
氏
の
先
見
性
に

は
昔
を
巻
く
が
、

即
ボ
ッ
ト
が
ア
ト
ム
の
よ
う
に

自
由
に
も
の
が
講
せ
、
超
者
速

で
空
が
飛
べ
る
と
い
う
よ
う
な

時
代
は
、

恐
ら
く
２
０
０
３
年

で
は
未
だ
無
理
か
も
知
れ
な
い

遠
い
先
の
事
と
考
え
て
い
た

盗
世
紀
の
幕
が
あ
い
た
。
本
学

の

「建
学
の
精
神
」
に
謳
わ
れ

て
い
る

「新
世
紀
を
臨
む
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
も
手
直
し
が
必

要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、建
学
の

精
神
そ
の
も
の
、す
な
わ
ち
、科

学
の
独
差
を
戒
め
、
社
会
正
義

を
遵
守
し
、倫
理
感
を
持
ち
、回

降
性
を
身
に
付
け
た
人
材
を
創

る
と
い
う
本
学
の
使
命
は
た
と

え
た
世
紀
に
な
っ
て
も
些
か
も

揺
る
ぐ
こ
と
は
な
い
。
飛
世
紀

末
尾
の
我
が
国
は
、
暗
い
殺
伐

と
し
た
瓢
々
が
続
い
た
。

２．
世

紀
は
、
明
る
い
社
会
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。
そ

れ
に
は
、
１
人
１
人
が
日
除
社

会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
倫
理
感
を
持
ち
な
が
ら
自

分
で
出
来
る
こ
と
に
全
力
を
挙

げ
る
こ
と
。
ど
ん
な
に
時
代
が

変
わ
ろ
つヽ
と
、
そ
の
こ
と
は
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本

学
の
建
学
の
精
細
は
、
そ
の
こ

と
を
我
々
に
警

え
て
い
る
の
だ

はなみずき



200髯 年 1月 1日 ASAEI〔チNIVERSITY NEWS LETTER 第 13号 (2)

本
写
の
創
立

者
、
宮
路
養

三
那
先
生
の

建
学
の
精
稗

「観
際
未
来

社
会
を
切
り

謝
く
社
会
控

と
創
遺
性
、

そ
し
て
人
類

誓
透
の
人
麗

的
知
性
に
富

ん
だ
人
材
の
養
成
二
な
剰
指
し
つ

つ
、
学
科
の
犠
早
Ｈ
稗
大
学
か
ら

法
学
部
、
経
肴
中
写
部
を
崩
え
た
総

合
大
学
と
し
て
の
執
爾
大
学
に
発

展
し
、
エ
リ
ー
ト
大
学
か
ら
マ
ス

大
学
、
そ
し
て
ユ
ニ
バ
‥
サ
ル
大

学
へ
の
道
を
通
っ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、

盤
世
紀
の
大
学
は
若
者

の
学
生
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
、

家
庭
人
、

高
齢
者
、

外
劉
人
留
学

生
な
ど
幅
広
く
遍
く
ユ
ニ
バ
ヨ
サ

ル
に
、
学
び
た
い
人
は
誰
で
も
何

簿
で
も
募罐

奪

き
る
生
漣
熟

可
機

関
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
つ

て
、
本
学
も
こ
の
よ
う
な
燻
広
い

学
生
層
を
教
育
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

新
世
紀
の
一務
年
が
爽
や
か
に
明

け
ま
し
て
、
お
め
で
と

つヽ
ご
ざ
い

ま
す
９

２。
世
紀
の
日
本
の
大
学
強
、
１

９
４
５
年
ま
で
の
議
半
で
は

「囲

家
に
須
要
の
学
術
技
芸
を
赦
授

じ
生
、
後
半
慰

「個
人
の
尊
巌
な
重

ん
じ
白
麹
平
等
の
教
共屋

を
行

っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
そ

れ
ぞ
れ
商
方
の
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
ゝ

昨
年
末
に
は
教
育
改
革
国
民
会
議

よ
り
最
終
容
中
と
し
て

「教
育
を

変
え
る
▼
の
提
案
」
が
示
さ
れ
ぅ

今
貯
紀
初
頭
に
は
教
育
基
本
法
が

見
直
さ
れ
そ
う
な
情
勢
で
あ
り
ま

す
。
歩
世
紀
な
工
Ｔ
の
進
歩
と
組

狡

っ
て
教
育
改
革
の
世
紀
と
な
る

こ
Ｌ
で
し
ょ
う
ｃ

さ
て
、
朝
日
入
学
は
今
年
で
創

立
３。
爛
纂
を
迎
え
ま
し
た
。
来
と
≡́

方
鈍
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

船越正也 学長

平
成
１２
年
垂
月
締
瑠
俗
、
嘘
早

に
包
ま
れ
た
。
「な
が
ら
会
ゑ
世
紀

へ
の
飛
籐
」
が
テ
ー
マ
の
今
理
の

な
が
ら
会
総
会
は
、
発
性
筵
の
最

後
の
せ
宥
天
李
で
も
あ
る
。
平
成
１２

年
五
月
現
在
の
な
が
ら
会
会
員
数

は
畑
名
、
落
幻
夏
の
な
が
ら
会
総

ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い

な
が
ら
会
総
会

¢
掌
爽
こ

が
開

催
さ
れ
た
。
会
場
に
な

一
涙
の
業

務
を
終
え
た
ば
か
り
の
教
職
員

一

同
が
集
ま
り
、

和
や
か
な
寡
霧
気

重

船

越

正

也

ラ
ム
と
教
育
方
法
を
開
発
し

４
幾

例
見
の
良
い
大
学
」
と
し
て
社
会

の
要
請
に
応
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
研
究
置
で
は
地
域
社
会

の
閉
発
研
究
の
中
核
機
麗
と
し

地
域
に
根
ぎ
じ
地
域
の
産
、
官
、

民
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
研
究
成

果
を
提
供
で
き
る

「地
域
中
核
大

学
」
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
用
大
学
が
教
育

研
究
、
籐
療
に
お
い
て
地
域
に
役

立
つ
魅
力
あ
る
大
学
と
な
る
よ
う

今
年
も

一
層
の
努
力
を
傾
け
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

会
以
降
の
入
会
者
は
骸
名
と
な
つ

て
い
る
。

会
は
定
堀
６
時
半
に
、
蘭
根
幹

事
長

（歯
学
部
教
授
）
の
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
富
閣
佑

理
事
長

（な
が
ら
会
名
誉
会
長
）、

船
越
正
毯
学
長

（同
会
長
）
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
猟
統
さ
、

並
河
携
名
誉
教
授
の
音
頭
に
よ
り

乾
杯
が
行
わ
れ
、
鋲
や
か
な
歓
談

が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
恒
例
の

本
大
学
は
、
日
本
の
大
学
へ
の

智
学
希
望
者
に
難
し
て
目
（
議
学

習
の
機
会
を
提
供
し
、

広
く
留
学

と
を
受
け
入
れ
、
本
大
学
の
教
育

研
究
の
国
際
化
τ
積
極
的
に
行
い

屋
本
が
進
め
て
い
る
留
学
生
政
策

の
推
進
に
貰
献
し
よ
う
と
す
る
考

え
に
基
づ
き
、
来
年
度
４
月
か
ら

留
学
生
別
科
を
調
設
す
る
。

本
学
薯
学
生
別
科
は
、
本
大
学

叉
は
他
の
自
本
の
大
学
権
入
学
を

志
願
す
る
外
囲
人
に
対
し
、
日
本

語
学
習
を
然
素
約
に
行
い
、
大
学

お
楽
し
み
推
選
会
が
始
ま
る
と
、

会
勃
学
が

一
段
と
盛
り
上
が
り
を

見
せ
始
め
た
。
当
磨
す
べ
て
の
会

長
に
麓
ら
れ
た
ネ
ユ
ム
プ
レ
ー
ト

と
に
記
載
さ
れ
た
一錮
選
番
考
が
、

司
会
者
か
ら
茎
遊
番
ユ
７
⊆し
て
呼

び
上
げ
ら
れ
る
の
を
今
か
今
か
と

待
つ
入
、
職
場
の
伸
闇
と
意
気
投

合
し
て
話
に
花
を
咲
か
せ
る
人
、

会
貴
ら
の
姿
は
様
々
で
あ
つ
た
。

の
講
義
を
受
講
で
き
る
程
度
の
日

本
語
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
を
目
約
と
し
、

併
せ
て
大
学
入

学
試
験
に

文
書
蚤
符

（更
巌

冦
季
感

「世
界
墨
）
の
霧警
援
τ
翌
』と

と
し
て
い
る
。

そ
の
本
学
留
学
生
邪
科
４
月
入

学

一
次
募
集
の
選
を
が
、
こ
の
ほ

ど
書
類
選
考
を
も

っ

今
回
の
募
集
に
は
目
本
国
為
外

か
ら
７９
名
の
出
願

（内
訳

【
中
国

７７
名
、
韓
囲
１
名
、
台
湾
ｉ
色

平
成
１２
年
五
月
欝
日
的
に
、
本

↓字
名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
数
を全
が
名

駅
逓
り
に
新
裳
オ
ー
プ
ン
し
た
。

大
学

は
、
笠
議

す

懲

雀

経
営

γ

研
究
科
博
士
課
程
を
設
置
し
た
の

を
機
に
、

名
古
屋
駅
新
幹
線
園
付

透
拒
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
開
設
し

た
。
こ
の
サ
テ
ラ

Ｉ
Ｔ
革
命
の
先
駆
け
と
し
て
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
利

用
し
た
遠
編
教
育
を
行

っ

名
占
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
と
本
学

穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
蘭
で
テ
レ
ビ
会

議
等
に
よ
る
授
業
や
セ
ミ
ナ
，
を

実
耗
し
、
大
多
院
の
社
会
入
学
生

に
対
す
る
、
燿
離
と
持
関
の
鋳
滅

に
よ
る
租
便
を
露
る
ほ
か
、
講
演

が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、

７９
名
の

志
願
者
の
う
ち
１８
名
が
合
格
と
な

り
、
半
速
志
願
笠
処
に
合
搭
通
知

書
の
発
送
が
行
わ
れ
た
。

４
月
入
学
ワ
次
募
集
の
選
を
は

２
月
に
行
わ
れ
る
。

会
の
実
施
な
ど
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
イ
の
笑
現
を
目
指
し
て

き
た
。
更
に
、
国
際
逮
鰯
教
育
の

試
行
交
験
や
経
済
性
を
考
慮
し
た

最
適
な
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の

研
究
な
ど
を
行
い
シ
ス
テ
ム
の
故

善
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
、
実
績
と
経
験
に

基
づ
き
、　
一
層
の
縄
便
性
鹿
ｉ
と

宴
層
化
を
辣
る
た
め
、

こゝ
の
た
び

名
古
屋
駅
玄
関
卿
の
名
駅
還
り
に

移
転
し
て
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
も

の
で
あ
る
９

本
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
実
痛
的

な
操
作
性
を
改
善
し
て
終
日
鶏
用

を
可
能
に
す
る
ほ
か
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
や
特
窮
講
座
等
の
多
重
的
利

用
も
可
能
燎
す
る
こ
と
に
よ
り
、

広
範
囲
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
つ
て
い
る
ｃ

調
折
式
当
薄
は
、

宮
田
侑
理
事

長
を
は
じ
め
、
雛
越
正
也
学
長
ら

が
基
庸
し
、
テ
，
プ
カ
ツ
ト
を
行

っ
た
後
、
本
大

学

院

研

究
科

煮
力
・顕
融
①
＜
教
授

の
デ

モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
が
行
わ
れ

た
。
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縦輸ラック (5号館前に140台 、体育館前に300台 )が設置された。

(3)第 13号

昨
年
度
は
歯
学
解
貯
痕
病
院

⇔

璃
様
の
故
ケ
、

ぬ
被
ｉ
階
の
診
療

学
あ
統
合
化
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

学
生
サ
‐
ど
Ｘ
施
識

こ
Ｌ
て
６
号

存〓
２
籍
任
「レ
デ
ィ
ー
メ
サ
ロ
ン
一

が
段
篭
さ
れ
る
な
ど
、

嵐
者
さ
ん
、

学

生

に
対

す

る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
改
革
が

行
わ
れ
た
。

今
径
■
る
引
き

続
き
イ
ン
フ
ラ
整

儀
を
進
め
る
こ
と

で
理
着ズ
本
に
お
い

て
３
億
３
十
万
臨

の
予
算
が
粛
■
さ

れ
、

正
円
の
リ
エ

一
Ｉ
ア
ル
、
南
閣

の
設
置
ゝ

学
角
盛

車
場
の
増
設
、
駐

綸
場
の
増
設
、
総

合
グ
ラ
ン
ド
の
改

修
工
宇
が
ら
月
か

ら
約
月
に
二

っ
て

行
わ
れ
、
一い
ず
れ
も
新
装
と
な

，
た
。

現
在
は
、
総
今
グ
ラ
ン
ド
に
誠

芦
静
幕
一

か
，

置
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス

⌒又
党
系
及
び
外
奮
系
）
２
接
の

破
修
工
事
が
行
わ

れ
て
秀
り
、

３
月

中
旬
ま
で
に
完
成

予
定
で
あ
る
っ

な
基
、

平
成
１３

一生
及
に
は
第
ツ
Ａ

Ｕ
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス

（仮
称
一
の
設
色
、

野
球
屋
為
線
習
場

の
新
設
、

学
生
寮

の
故
修
二
手
寺
が

計
函
さ
れ
て
お
り
、

新
工
渡
予
算
が
決

定
さ
れ
次
第
、
実

行
に
移
さ
れ
て
い

く
予
定
で
あ
り
、

ぬ
世
紀
に
お
け
る

朝
日
大
学
の
ま
す

ま
す
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。

新〔ノく設置された5号館東側の南F写

一
・，
´

・
一

新しくなった正門

一・・
・
■
・」
一一

一■
■
一

排水国の撤去へ排水パイプの設置、雨天への対応、安全性の向上を目的として、トラック・フィールドの上の入れ替え他が行われた。
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一
ジ
″
■
刺
本
ｉ

”
文
化

“
“
伊

分
を

‐′、
を
撮
●
、

，揮
ら
な

Ｔ
ｉ
好

で
生
濃
す
る
こ

を
，

協
あ
な
非

指
，

ノ、
ｔ
Ｆ
で

あ
と
が
．

， 務
れ

た
疑
の
新
■

い

支
■

，年
Ｔ
ボす
一

と
，

■
一究
・
差

一
臨
の
支
Ｆｔｉ
を
″

■
戒

，
午
仲
月
狩
辮
伸
■
、
朝

一
筆
す
る
と
を
生

婢
大
学
ｉ
雛
第
臣
輝
中Ｔ

， 学
校
■

一
↓
な
が
ち
Ｌ
お

小
学
角
学
尊
撫
丼
転
正
■
講
れ

一
オ
、
第
脅
郷
森
本
方
を
を

，
学
々

一丹
班
金

一
郎
教
”
一
技
ゲ
腐
歳

一
午
嘉
牛
■
．
■
行
女
４
ケ
″
上
士

程
中
Ｉ

，
詩
″

一オ
筋
士
教
狂
一　
ｉ
ケ
イ・チ
賞
“
え
↑
丼
友
の
為
容
を

な
、
昨
年
拘
先
あ
麻
■
独
律
孝
れ

一　
一
猾
Ａ

，
／

，
Ｚ
ｒ
後

↑
圧
カ
セ

議
弁
流
大
会

一技
■
娠
貌
育
一狩
表

一
べ
た
。

，
々
，
こ
の
他
れ
も
、

，

会
、
中
編
れ
歯
生
、
卜

，
Ｋ
壊
与
一
々
賞
を
生
ェ
守（
ノ
ン，‐ィグ
ラ
ア
ス
生

放
工
局
ケ
援
一
が
本
学
５
考
律
■

一

歳
義
室
れ
て
疼
律
手
れ
た
。
今
盛

一

の
一久
バ
″一
霧
全
事
後
貌
歩

わヽ
盗
名

一‐５
校
一
ウ
応
募
が
あ
り
、

大
会

≒
郵
に
は

，
ヤ市
の
基
一歩
な
れ
の
■

を

を
突
抜
う
ん
第
名
分
学
生
か
れ

場
を
上
議
で
養
ｉ
■
挑
ん
オ
今

巌
優
力
妄

，Ｔ
〓
■

，ＩＩ
生
の
け
、

比
赤
予
マ
ン

，
■
ん

オ予
理
舛

，
，

上
社
会
で
独
立

，
資
務
取
書
を
受

士
務
十躍
一一甚
ヤ，，
１
年
一．
比
〓
を
ん

一
蒻
す
る
Ｌ
■
任
、
そ
の
学
一々
茂
素

舎
食
女
は

，
・４，

を

力

一ダ
◆

，
津
．
を
た
努
Ｉ
″
れ
ι
、
撃
待
●
た
資

倫
⇔
修
Ｐ帯
〓
塩
好
々
で
あ
み
ブ
ラ
一
れ
た
な
う
て
持
学
争
を
支
給
す
る

―
 指尊義11'1ヽ :れtrヽ 4‐     11職 て1,(1)ヽ とと,1

鶉
″
大
壮
ｒ

柱
】

， 々
一・教
４
浮
・

ｉ
抗

，
イ，
大
学
ｉ

〓
く
、
上
生́
Ｉ

め
蓼
窮
搬
嘉
舞
〓
ｔ
蟻
轄
筋
注
勇

」
の
掬
差
今

受
を

，
４
な
次

の
と
お
り
，

労
舟
争
工
与
詩
駐

独
，

　
オ
理
全

一
解

功
手
　
ｉ（
本
常

．

一客
■
輩
Ｉ
サ
立一呼
宏
一

玖
，

　

テ
すェ
カ
　

，一

売
子
　
持
松
主

一

ニ
エ
任
ユ
つ
、

よ
う
売
女

，
ィ
々
学

生
ユ
一す
が
送
れ
る
よ
う
支
接
す
み

一
ン
サ
ー
を
鶏

い
て
測
一千

１

一サ

ル
入賞した 9“を.の高校生達

ｋ
Ｌ
、
一挙
劾
堂
ｂ
名
が
痣
奮
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
友
彰
さ
れ
た
⌒，

こ
と
を
用
約
と
Ｌ
て
、

平
成
１２
年

■
月
か
ら
食
格
壊
得
支
接
細
度
を

ス
タ
イ
ト
さ
せ
た
。
こ
の
線
度
は

給
字
導
、
奪
一簿学
卒
分
移一オ
ぞ
人

学
競
又
慰
在
学
坤
ｔ
一仝
一一
の
定
め

る
部
種
類
の
資
希
の
４
一，
れ
か
を

取
各
う
た
場
合
に
、
４
峯搭
ラ
ン
ク

任
応

，
て
、
堤
学
金

（Ａ
ラ
ン
″

Ю
万
れ
、
あ
ラ
ン
ク
う
万
期
、
ご

ラ
ン
ク
争
万
円
一
オ
芝
給
す
た，
こ

一
う
も
の
で
あ
る
４．

今
年
麦
第
２
園
一９
月
一
の
と諄
講

一支
常
状
況
は
、
１
年
生
酌
名
、

，

年
生
３
名
、

３
年
生
酌
名
、

４
年

■
セ
名
の
、
今
言
部
名
◆
ま
た
、

競
城
難
な

い
わ
れ
る
（
′日
、
卒

業
後

の
と
路
の
選
択
疲
を
広
ゲ
る

意
味
で
も
、
学
生
の
み
な
か
ん
に

は
、
今
後
も
こ
の
資
絡
取
得
立
抜

観
度
を
ｉ
子
く
驚
雄
し
て
，
死
柱

れ rt  チ ,
,,生 イfi F,:二′4

|!lィ で々 すれ技柱療,■

4矢 ,(折ォ,驚 ホ妄ir帯空子今

す01lC
I鍵 手(財 )俄麟こ‐ジユイむ二,i″ ―ジ■サa争

荘:'安 定 そ患ら

',公
'密

4幾 二全歳み

猿51ダ ″敷定 (空・1,

I民 Jイ費な,4掴島F志手■4夕 |れな

落材能力義宮 rri鑑 ,
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「ltJ(蕉す)全國蔑華憩甚ヂ猿 名ヽ会 第

３
騨

一２
月
一
柱
、
二
年
■
６

一
次
の
際
標
資
峰
十年
向
か
っ
て
が
ん

名
、
２
年
生
６
峯
、
３
年
生
第
名
一
な

↓
て
は

，
い
も
の
で
あ
る
（

▲
年
生
姿
″
ィ
の
今
溝
纂
名
で
あ
り
、一　

な
か
、
第
２
磨
及
な
第
３
燃
申

取
各
資
猛
の
権
■
＃
、
あ
権
療
で

一
崩
分
の
資
格
取
得
状
況
は
表
の
と

あ
↓
オ
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
弟
吟
ぅ

卜1ィ ータ
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学
内
ω
外
国
人
智
学
生
、
外
国

人
教
員
を
招
奉
、
本
学
教
職
員
Ｌ

裁
じ
ジてヽ
父^
歓
を
行

つ
た
め
の

「国

際
交
流
の
集
い
」
が
、
昨
年
五
月

４
日
め
に
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、

過
去
三
年
間
、
ホ
テ
ル
で
の
夕
食

会
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
高

陰
へ
の
バ
ス
旅
行
と
し
て
議
倒
っ

快
晴
に
意
ま
れ
、
参
加
し
た
密
学

生
逆
は
秋
の
飛
騨
路
を
満
喫
し
て

い
た
。
主
催
者
の
国
際
交
流
委
員

長
、
船
越
学
長
も
多
忙
の
合
間
を

縫
っ
て
参
腕
。
そ
の
学
長
か
ら
バ

ス
の
中
で
、
各
々
の
隠
の
代
表
醜

を

一
緒
に
歌
お
う
と
い
う
提
案
が

あ
り
、
自
ら
、
「赤
と
ん
な
」
を
歌

堀
麹
義

望
一〓
達
主

生
縣
容

歌
っ
て
い
た
。

行
楽
離
理
と
嫉
っ
た
当
摩
は
、

為
漁
市
内
も
途
中
の
道
路
、
帰
り

一路
●
大
渋
滞
◇
予
定
し
た
薄
聞
を

３
持
開
あ
ま
り
も
オ
ー
バ
ー
し
て

の
帰
還
と
な
っ
た
◇
だ
が
、
車
準

は
英
議

・
中
国
語

・
曜
本
語
が
飛

び
交
い
、
楽
し
く
そ
し
て
意
義
の

あ
る

一
用
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
恭
年
は
更
に
留
学
生
が
増
え

登
芝
穐

こ
の
集
い
も
も
っ
＞
』充

実
し
た
も
の
と
な
る
に
違

い
な

財
即
法
人
爾
本
国
際
教
育
協
会

が
主
催
す
る
踊
本
留
学
フ
ェ
ア
が

線
園

・
ソ
ウ
ル
市
で
平
成
ツ
年
■

月
・７
園
か
ら
Ю
瑠
ま
で
行
わ
れ
、

小
学
か
ら
高
構
学
長
企
画
室
長
、

野
村
学
事
課
課
長
補
後
の
２
名
が船越正也学長を囲んで記念撮影をする留学生

盟
目
■
盟
ロ

参
加
し
た
。

霞
本
か
ら
の
参
加
大
学
は
、
劇

公
立
大
学
１５
被
、

計
５２
校
で
、
会
場
と
な
っ
た
ロ
ッ

テ
ホ
テ
ル
の
２
階
大
ホ
‥
ル
を
使

っ
て
の
大
変
大
き
な
規
模
の
フ
ェ

ア
と
な

っ
た
。

参
加
人
数
は
、
１
霞
摩
短
名
、

２
日
目
賜
名
の
計
と
、
６
７
４
名

で
、

犠
本
へ
の
留
学
を
希
望
す
る

者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

本
学

へ
の
ブ
ー
ス
ヘ
は
、
２
日

間
で
２６
名
が
訪
れ
た
。
学
生
か
ら

の
賃
間
の
多
く
は
本
学
の
位
置
、

学
費
、
入
学
者
の
選
城
方
法
で
あ

り
、
学
部
の
教
育
内
容
に
は
あ
ま

り
齋
心
を
示
さ
ず
、
と
に
か
く
磨

本

へ
留
学
し
た
い
と
の
鰈
象
を
受

け
た
。

一癒
談
を
し
た
男
子
学
生
の
一
人

が
、
磨
本
へ
留
学
し
た
い
が
、
在

学
準
た
兵
役
の
た
め
３
年
間
体
学

し
た
い
が
、
そ
れ
な
可
能
か
と
の

質
問
が
あ

っ
た
。
ご
承
知
の
と
お

り
、
本
学
で
は
体
学
で
き
る
期
蘭

は
継
続
し
て
２
年
間
ま
で
で
、
今

回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。

今
後

練
外

か
を

絡

寡
の
外
国

人
留
学
生
を
一受
け
入
れ
ま
う
と
し

て
い
る
本
学
は
、
国
の
政
策
に
よ

す
で
然
学
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
も
想
定
し
て
、
学
ぬ
規
経
の
整

籍
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

中
国
北
家
な
ど
で
、
明
海
大
学

と
共
厨
後
援
を
し
て
い
る
日
本
語

ス
ピ
‥
チ
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
や
４

ク
雷
蕉
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
今
年
か
ら
各
国
の
成
績
優

秀
老
を
同
時
期
篠
自
本
に
招
待
じ

て
親
善
大
会
が
開
か
れ
る
見
通
じ

と
な
っ
た
。
い
わ
ぼ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
と
い
っ
た
と
こ
ろ
９
・≡
」

で
更
に
チ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
定
す

本学のブースヘは、2日 F口辱で26名の学生が訪れた。(ソウル・ロッテホテルにて)

る
も
の
と
な
る
か
は
未
登粍

恐
ら

く
親
善
大
会
な
の
で
順
位
付
け
な

行
わ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
〔

２．
世
紀
最
初
の
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
な
次
の
日
程
で
予

定
さ
れ
て
い
る
。

・
５
月
蛉
日
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ク
ｒ
ｔ
ン
ズ
一了
ン
ド

・
９
月
２９
層
　
韓
園
ソ
ウ
ル

．
Ю
月
２。
日
　
中
国
北
京

・
五
月
８
磨
　
台
湾
台
北

そ
し
て
二
月
下
旬
又
は
乾
月
上

旬
に
各
国
成
績
優
秀
者
に
よ
る
貌

善
大
会
が
明
海
大
学

（浦
安
）
で

予
定
さ
れ
て
い
る
。

附
属
村
上
記
念
病
院

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
西

ｏ
切
ω
（博
観
ω）∞ｏ
ｏ
ユ
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静
岡
県
浜
集
邪
舞
阪
町
に
あ
る

本
学
研
修
・保
番
施
設
、
レ
イ
ク
・

ハ
マ
ナ

・
コ
テ
ー
ジ

（Ｌ

・
■

，

Ｃ
）
が
こ
の
社
規
模
を
拡
張
し
、

新
獲
オ
ー
プ
ン
す
る
連
び
と
な
っ

た
っ準

年
、
西
側
に
隣
接
す
る
土
地
‘

建
物
を
購
入
、
Ｌ

，
置

・
Ｃ
叛
簸

と
し
て
故
装
五
事
を
進
め
て
い
た

が
、
乾
月
中
旬
に
鑓
事
垂
書
雀終

了
。
同
月
殊
期
に
開
催
さ
れ
た
、

学
校
法
人
朝
日
入
学
理
事
会

・
評

議
員
会
で
お
披
露
用
Ｌ
な

っ
た
９

部
屋
は
、
会
歳
を
行

つヽ
カ
ン
フ

ア
レ
ン
ス
２
０
０
０
の
他
、
３
階

に
２
室
、
２
３
０
１
１
な
つ
の
ベ

ッ
ド
と

リ
ビ

ン
グ

ル
ー
ム

の
ス

イ
ー
ト
タ
イ
プ
及
び
２
３
０
２
１

２
つ
の
ベ
ッ
ド
と
リ
ビ
ン
グ
の
用

じ
く
ス
イ
ー
ト
タ
イ
プ
、

い
ず
れ

も
バ
ス

・
ト
イ
レ
付
き

の
衰
華
な

洋
室
で
あ
る
。
２
階
は
２
２
０
１

１
２
つ
の
ベ
ッ
ド
、

リ
ビ

ン
グ
、

バ
ス

‘
ト
イ
レ
付
の
ス
ｒ
ｌ
卜
及

び
２７
畳
余

の
和
室
で
あ
る
。
新
鐘

の
部
屋
呑
号

の
頭
に
な
２
が
付

い

て
お
り
、
従
来

の
都
犀
は
１
を
付

し
た
の
で
、

使
用
中
込

み
の
際
、

必
ず
確
認
す
る
こ
と
ｃ
薪
館

の
ト

イ
レ
ッ
ト
は
全

て
い
わ
ゆ
る
ウ
ォ

シ
ェ
レ
ッ
ト
タ
イ
プ
と
な

っ
て
い

る
。
又
、
各
部
屋
Ｌ
も
眺
望
は
素

塔
し
い
も

の
と
な

っ
て
い
る
◇

″

自
分
遠
だ
け
で
な
占
使
霜
す
る
た

め
、
少
人
数
で
使
い
も
し
な
い
郡

屋
ま
で
予
約
す
る
こ
と
は
今
後
、

厳
答
イ
ア
る
。
あ
く
ま
で
部
屋
単
位

で
の
中
し
込
み
を
受
け
つ
け
、
そ

の
際
、

利
用
者
全
長
の
氏
名
Ｌ
申

し
込
み
者
と
の
関
係
も
明
記
し
て

も
ら
う
こ
と
と
す
る
っ
又
、
い
わ

ゆ
る
ド
タ
キ
ャ
ン
も
マ
ナ
ニ
違
反

の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

が
繰
り
返
さ
れ
る
場
合
に
な
、　
一

定
期
間
の
使
用
禁
■
措
置
も
考
慮

し
て
い
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
い

て
想
Ｌ
い
。
Ｌ
も
あ
れ
、
皆
の
航

設
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
て
大
切

に
使
嘉
し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ

る
。
ま
だ
組
か
な
用
品
や
、

カ
ラ

オ
ケ
な
ど
の
蹴
梼
が
残

っ
て
い
る

た
め
、
新
館
の
中
込
開
始
日
は
２

月
と
日
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

議
攘
ぎ

粋

姥
月
２．
濡
、
理
事
会
の
席
と
、

宮
田
猫
理
事
長
か
ら
、
今
迄

一
漱

千
用
の
料
金

（洗
藤
其

・
シ
ー
ツ

等
の
ク
リ
ー
祟
ン
グ
代
等
実
費
）

を
徽
収
し
て
い
た
が
、
新
鮮
オ
ー

プ
ン
を
機
に
こ
れ
を
廃
止
す
る
と

い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
荘

の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
施
設
が
使
え
、

備
え
付
け
の
欽
碁
態
欽
み
枚
題
で

銀
癖

、
こ
ん
な
贅
沢
な
標
型
撃
生

施
設
感
他
体
類
を
見
な
い
も
の
で

あ
る
。

た
だ
し
、
周
理
書
長
か
ら
、
次

の
付
常
条
件
も
示
さ
れ
た
の
で
夢

忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
た
い

一
マ
ナ
ー
を
守
れ
な
い
人
に
な
使

用
さ
せ
な
い
／
４
で
あ
る
。
特
に

平
成
乾
空
基
感
尊
警
進
に
係
る

妓
齢一
県
響

， 等
上（彰
盛絵
４
式
が

Ю
月
務
日
鶴
１３
特
欝
分
か
ら
集
民

文
化
本
―
ル
未
柔
会
館
長
負
用

ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
、
本
学

工騨
字
部
踏
属
村
上
記
念
病
院
が
岐

阜
集
飾
事
表
彰
状
を
受
賞
し
た
。

授
与
式
に
は
、
病
院
代
表
と
し

て
呻嫌痛
経
外
科
臨
璃
実
黄
入
勤
手

と
大
手
事
務
部
長
が
出
席
し
、
表

彰
状
を
受
彼
し
た
。

本
院
で
は
、
地
域
社
会
に
貢
献

Ｌ

，
Ｈ

・
Ｃ
の
転
治
室
は
次
の

と
お
り
◇

０
１
２
０
１
　
ベ
ッ
ド
敷
４
爺
一に

エ
エ
ス
と
フ
づ

，
２
）

０
１
２
０
２
　
ベ
ッ
ド
数
ワ

バ
ス
付

０
１
２
０
３
　
練
室

（１２
畳
）

５
～
Ю
人
痛

０
２
Ｓ
Ｏ
ｌ
　
ベ
ッ
ド
数
４

バ
ス

・
ト
イ
レ
付

０
２
３
０
２
　
ベ
ッ
ド
数
２

バ
ス

・
ト
イ
レ
付

◇
２
２
０
１
　
ベ
ッ
ド
数
２

バ
ス

・
ト
イ
レ
付

０
２
２
０
２
　
和
室

（％
畳
）

７
～
絡
人
漏

こ
れ
ら
の
徹
、
本
館
に
は
大
浴

場
、
会
義
室
、

り
ど
ン
グ
、
キ
ッ

チ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ
、
麻
雀
車
が
、

又
、
新
館
に
は
会
議
室
、
リ
ビ
ン

グ
、
キ
ツ
チ
ン
、
広
い
ロ
ビ
ユ
、

カ
ラ
オ
ケ
、
自
動
麻
雀
卓
や
生

ど
，
ル
サ
…
バ
ー
が
完
備
さ
れ
て

す
る
握
療
機
関
と
し
て
、
十
数
年

来
、
五
助
会
が
世
話
役
と
な
り
、

毎
年
５
～
６。
人
の
職
員
が
必
狙
推

進
運
動
に
協
力
し
て
お
り
、
そ
の

功
労
に
嵐
る
も
の
で
あ
る
。

岐
阜
祟
の
血
液
事
業
態
、
昭
和

４。
年
の
発
足
以
来
、
今
日
ま
で
廷

べ
胸
万
人
余
の
人

輸
逸
用
血
液
は
安
定
約
起
確
保
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

燃
亜
が
あ
っ
て
？
尊と
。
管
さ
ん

に
も
献
血

へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

い
る
。
家
族
旅
行
や
研
修
な
ど
で

大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

絡
積
町
の
成
人
式
は
平
成
１３
年

１
月
３
日
周
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
朝
日
大
学
薄
野
静
年
会

爾
腔
保
俺
学
議
一狂
に
よ
る
恒
初
の

人
事
消
息

会
心

評
議
員
　
一二
田
輌
有
克

（■
月
Ｓ。
目

去
る
Ю
月
２６
日
逝
去
の
坂

上
武
氏
の
後
径
と
し
て
理
事
会
で

選
任
さ
れ
た
も
の
。
現
学
校
法
人

明
海
本
字
避
事

二
霧
局
長

象
育
鬱

退
職

（１２
月
艶
爆
付
）
▽
ＩＩ
・
Ｉ
騒
鎌

史

（首
野
幹
査
塁
議
睦
砂
と

採
用

（１２
月
と
瑠
付
）
▽
太
鍋
秀

一

傘
曇
蔀
分
鬱
峯
逐
助
翌

（二
月
１
日
付
）
▽
目
下
義
章
（歯

学
部
外
科
学
護
整
教
授
）

拿
務
鬱

還
職

（・２
月
■
瑠
行
）
▽
河
今
祐

穏

記
念
歯
科
停
診
が
行
わ
れ
ま
し
た

塔
れ
着
姿
の
新
成
人
は
、
健
診
の

結
果

「む
じ
歯
は
１
本
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
白
い
歯
を
の
ぞ

か
せ
て
に
っ
こ
り
◇

穂
穫
町
で
は
歯
学
部
社
会
爾
腔

保
健
学
講
座
の
指
導
で
、
１
９
７

５

（昭
和
５。
）
年
か
ら
全
小
学
校

を
対
象
に
給
食
後

の
フ
ッ
素
洗
剛
法

を
実
施
し
、
む
し

歯
予
防
が
行
わ
れ

て
勅
暴
を
上
げ
て

い
ま
す
。
小
学
校

で
の
予
防
活
動
は

成
人
式
を
迎
え
た

新
成
人
で
も
予
防

効
果
が
持
続
し
て

い
る
こ
と
を
立
派

に
証
暁
し
て
い
ま

す
。

マ ▼ 守
´

子

（学
事
部
学
事
課
）
▽
後
藤
菅

孝

（歯
事
器
事
務
部
歯
学
部
事
務

課
）
▽
篠
原
栄
子

（総
務
部
経
理

課
）〈医

療
職
ｏ暴
霰

返
幾
欝
月
１２
瑠
０

▽
標
出
輝

代
司

（村
上
記
念
病
院
放
射
線
技

趣

（難
月
帥
霞
付
）
▽
竹
下
保
稔
（村

上
一認
念
病
院
雰
垂
盛士
）

（認
月
３．
日
行
）
▽
石
橋
恵
、
洩

本
愛
、
本
村
美
香

（以
上
村
上
記

念
病
際
蒸
譲
婦
）

採
用

（１
月
ｉ
日
付
）
▽
神
谷
恵

子
、
大
鑢
罵
弓

（以
上
村
上
一記
念

病
院
看
護
婦
）

写
真
募
集
の
お
知
ら
せ

朝
霞
大
学
は
、
岐
阜
県
穂
積

の
地
に
岐
阜
歯
科
大
学
と
し
て

１
９
７
と
年
に
創
立
さ
れ
て
嫉

来
、
本
年
で
３。
周
年
を
進
え
ま

す
。
な
が
ら
会
写
真
園
好
会
で

は
、
魏
周
年
記
念
写
真
展
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
調

学
当
初
か
ら
節
日
節
回
の
思
い

出
に
残
る
憂

異
な
ど
、
お
を
持

ち
の
与
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

権
原

（中
央
写
真
室
）
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
２
月
中
旬
ま
で

に
連
絡
頂
く
様
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。


